






















授 松浦 修四 」
Vasogenic typeの脳浮腫作製法の一つであるインフュージョン法を用いて，新しい実験的脊髄浮腫モ
デルの作製を試みたc
ネコの頚髄片側の側索中央に30Gの長針を用いて，自家血清を超微速 (5川/hr)で注入して脊髄浮腫を
作製し，浮腫急性期の形態学的変化を肉眼.光学顕微鏡および電子顕微鏡により観察したc 比重法を崩
いて脊髄組織の水分含有量を測定して浮腫の拡がりを検討した。また正中神経刺激による替髄誘発電付.
を測定し，浮腫生成過程における浮腫液量の増加に伴う脊髄誘発電位の peaklatencyの変化を観察しfこ。
本実験モデルで作製し得た浮腫の拡がりは肉眼的には浮腫按注入部位を中心に主として頭尾側方向へ
の抵がり Cca.2cm)を示し脊髄横断面においては中心灰円質の一部から外側へは脊髄表面に達してい
た。組織学的には，浮腫液は細胞構築を破壇することなく.細胞間隙.血管周囲腔を通じて脊髄表面にま
で分布しており，脳の vasogenicedema急件期の組織像と酷似していた。脊髄誘発電位の陰性第 1披の
peak latencyは浮腫作製前後において有意な差をしめさなかった。
本実験モデルで用いた浮腫液の注入速度では，脊髄組織に損傷をきたす程の組織圧の上昇をもたらさず，
浮腫を脊髄の任意の部位に作製でき注入終了とともに浮腫の進行は停止するため脊髄浮腫の形態学的
研究のみならず，注入する浮腫液の性状を変えることにより，生化学的，電気生理学的研究にも利用しう
る有用なモテソレと考えられた 3
論文審査の結果の要旨
Vasogenic typeの脳汗・腫作製法の一つであるインフャージョン法を用いて，新しい実験的脊髄汗-腫モ
デルの作製を試みた。
ネコの頚髄片側の側索中央にて30Gの長針を用いて，自家血清を超微速 (10ml!hr)で注入して脊髄浮
艇を作製し，浮静ー急性期の形態学的変化を肉眼，光学顕微鏡，および電子顕微鏡により観察した。比重法
を用いて脊髄組織の水分含有量を測定して浮騒の拡がりを検討した。また，正中神経刺激による脊髄誘発
電位を測定し浮腫生成過程における浮腫液量の増加に伴う脊髄誘発電位の peaklatcncyの変化を観察
した。
本実験モデルで作製し得た浮腫の拡がりは肉眼的には浮腰液注入部位を中心に主として頭尾側方向へ
の拡がり (ca.2cm)を示し脊髄横断面においては中心灰白質の一部から外側へは脊髄表面に達してい
た。組織学的には，浮腫液は細胞構築を破蟻することなく，細胞間隙，血管周囲腔を通じて脊髄表面にま
で分布しており.脳の vasogeniccdcma急性期の組織像と酷似していた。脊髄誘発電位の陰性第 l波の
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peak Jatencyは浮腫作製前後において有意な差をしめさなかったc
本実験モデルで用いた、浮腫液の注入速度では脊髄組織に損傷をきたす程の組織圧の上昇ーをもたらさず，
浮腫を脊髄の任意の部位に作製でき，注入終了とともに浮腫の進行は停止するため，脊髄浮腫の形態学的
研究のみならず注入する浮腫液の性状を変えることにより生化学的電気生理学的研究にも利用しう
る有用なモデルと考えEよれた。
本論文はいろいろな病態に伴って生ずる脊髄浮腫を解明する.上で貢献することが大きく博士(医学〉の
学位を授与されるに値するものと判定された。
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